
明けましておめでとうございます｡皆様方におかれましては新春を晴々しい気持
ちでお迎えのこととお慶び申し上げます｡また､旧年中は格別のご支援を賜り厚く
御礼申し上げます｡
新型コロナウイルス感染症第 8波が到来する中､市民の皆様には､昨年同様に感

染予防と感染拡大防止策をお願いするとともに､清須市議会会派｢新世代｣として
コロナ対策はもとより､経済活性化の取り組みに力を注いでまいります｡
今年も引き続きこの市政レポートを通じ､様々な情報を発信してまいりますの

で､ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします｡
●学校施設の建替えについて
本市では｢学校施設長寿命化計画｣に基づき､市内 12 校の改修工事を終え､学校施

設の目標使用年数は構造体耐久性調査の結果､80 年となりました｡
今､長寿命化改修から5年が経過し､今後は近々80年をむかえる学校施設の建て替

え問題に直面します｡
そこで､学校施設の建替え事業に対する､本市の意見をうかがいました｡

学校教育課：築年数が一番古い学校は清洲小･新川小で R17 年には 80 年をむかえることとなり､
今後十数年間は改築･増築･学区割りなど､様々な多角的検証を進めていかなければなりません｡ま
た､全国的に出生者が減少傾向にある中でも､清洲駅前土地区画整理事業や､今後予定される一場東
部土地区画整理事業は､児童数増加の要因となるので､動向を注視しつつ､児童数を想定する必要が
あり､この問題は本市全体に影響するため､各専門部署と横の連携を密にし､情報共有･情報収集を
はかっていきます｡
大塚：本件における企画･総務･建設部､各部の所見について
企画部：｢総合計画｣及び｢まち･ひと･しごと創生総合計画｣に示している通
りに人口が推移する中､今後の人口推移等をどのように考えていくかが重
要だと認識しています｡
総務部：学校施設を含むすべての公共施設を所管しているため､改修や改
築などのスケジュールの平準化が課題です｡また､市の全事業の財政運用を
所管しているため､補助金や起債を除いて､特定目的基金への計画的積み立
てや､一般財源の軽減･平準化も課題となります｡
建設部：全国的に少子高齢化が進む中､人口を減らすことなくまちづくり
を進めていくため､今実施している区画整理事業など市街化整備を推進し
ていく必要があります｡これまでの例からも､区画整理事業により人口増加
が見込めるため､今後も関係部局と連絡調整を密にとりながら進めていか
なければならないと考えています｡
●英語イマージョン教育について
イマージョン教育とは､英語を｢目的｣としてではなく｢手段｣として学ぶ教育プログラムです｡具

体的には､英語を算数や理科など別の教科の中で用い､語学力を習得させるものです｡
英語教育の本格化が進む中､英語を学ぶのではなく英語で学ぶ教育スタイルについて､本市の考

えをうかがいました｡
学校教育課：英語を用いて学校生活や授業を行うことで､英語のコミュニケーション能力を身につ
け､グローバルで活躍できる子どもを育成することがイマージョン教育のねらいです｡本市では 5
名の英語専科教員と 5名の ALT を配置し､小学校の外国語教育に取り組み､年 3 回の情報交換の場
を設け互いの力量向上に努めたり､英語専科教員や ALT が授業公開を行って､学校全体での情報共
有を行っています｡
大塚：英語イマージョン教育についての教育長の所見について
天埜教育長：益々グローバル化する社会において､英語教育は大変重要な分野であり､本市でも英
語専科教員･ALTを中心に各小･中学校が工夫して取り組んでいます｡公立校で初めてイマージョン
教育を導入した､豊橋市立八町小学校と密に情報交換を行い､各小･中学校と情報共有していきま
す｡

この問題は｢待った
なし｣に解決が必要
な事業です｡関係各
課と情報共有し､全
力で計画策定に取り
組んでもらうことを
要望しました｡

清須市議会議員

大塚 よしゆき
いよいよ今年で 50 歳になります!
コロナに負けず頑張ります!



●障がい者に向けたデジタル･ディバイドの是正について
生活の中で ICT(情報通信技術)が果たす役割が年々大きくなる中､障がい者がスマホ･PCを利活用で

きていないことが､課題となっています｡このデジタル･ディバイドの是正についてうかがいました｡
社会福祉課：県では､ICT 利用機会の拡大や活用の向上を図り､情報へのアクセスを円滑に行える
よう支援する｢障がい者 ICT サポート総合推進事業｣を実施しています｡今後は､相談窓口において
県事業を紹介し､日常生活の中で ICT機器に触れる機会を増やすことができるよう努めます｡

♠ ♠ ♠ ♠ ♠ ♠ R4 清須市建設事業要望 ♠ ♠ ♠ ♠ ♠ ♠
10 月 26 日､愛知県に､清須市の建設事業要望書を提出しました｡主な内容は次の通りです｡

要望項目 要望要旨 回答要旨
清洲橋改築事業 ●早期完成 ･橋脚 2基のうち 5月に１基完成｡年内に残る 1基着手｡

･埋蔵文化財調査済の 2基の橋台のうち､右岸側を工事中｡
･河川護岸部の埋蔵文化財調査を順次実施｡

一場中小田井線
(春日橋)

●事業実施 ･8 月に道路計画を地元代表者へ提示｡
･用水管理者とも調整を進め､道路計画を固めていく｡

名鉄高架事業 ●早期完成 ･仮線用地取得率が5割を超え､順次埋蔵文化財調査を開始｡
･秋から鉄道施設の詳細設計に着手予定｡
･今年度から工事協定締結に向け関係機関と調整を進める｡

五条川改修事業 ●清洲橋架替の早期完成
●西清洲ポンプ場周辺
の早期整備

･道路､河川事業が協力して進める｡
･下流から順次改修を進めていく中で市と調整を図りながら
進める｡

公共下水道事業
(雨水)

●予算確保などの支援 ･土田雨水幹線や水場川右岸雨水幹線は今年度満額内示｡
･西清洲雨水ﾎﾟﾝﾌﾟ場は､河川改修に併せて整備できるよう調整｡
･堀江雨水ポンプ場と豊田川雨水ポンプ場は､整備中｡

新清洲駅北
土地区画整理事業

●予算確保などの支援 ･仮線用地に影響する物件の移転が残り 1件｡
･9 月 30 日に新清洲駅北線が開通｡

JR 清洲駅前
土地区画整理事業

●予算確保などの支援
●清洲駅前線地区外の
事業実施

･R3 年度末の事業進捗率は約 42％｡
･西側は､駅前広場と清洲駅前線の接続部をラウンドアバウト
形状にすることでほぼまとまる｡
･東側は､事業進捗に合わせて用地買収を行うことで､円滑な
事業進捗が期待でき､早期事業化を目指し､予備設計中｡

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 行 政 ニ ュ ー ス ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
★子ども医療費の支給対象を高校生まで拡大します
令和 5年 7 月診療分から､子ども医療費の通院にかかる支給対象を高校生世代まで(18 歳に達す

る日以降の最初の 3月 31 日まで)拡大します｡
4 月 初 旬 ：新規対象者(現在の 15 歳～17 歳の方)に対し､市から申請書を送付
その後 1カ月程度：申請書を市に提出(郵送を想定)
6 月 中 旬 ：市から受給者証を送付
7 月 以 降 ：7月 1日以降診療分より利用開始

※現在 0歳～14歳の方は､申請の必要は無く､6月中旬に新規対象者と同時に有効期限を 18歳到達の年
度末まで延長した新しい受給者証を発送します。

❤ ❤ ❤ ❤ ❤ よ し ゆ き ダ イ ア リ ー ❤ ❤ ❤ ❤ ❤
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